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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
6
月
に
「
富
士
山
」
が
人
類
共
通
の
財
産
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
9
月
に
は
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
中
が
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、文
化
の
祭
典
で
あ
り
ま
す
第
28
回
国
民
文
化
祭
の「
和
太
鼓
の
祭
典
」で
幕
を
開
け
、春
に
は「
山
車
巡
行
祭
り
」、「
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
」、

夏
に
は
「
ふ
じ
か
わ
夏
ま
つ
り
R
52
」、
秋
に
は
「
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
」、「
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
各
種
祭
典
が
盛
大
か
つ
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
夏
に
は
県
内
で
40
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
を
記
録
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
の
自
然
災
害
で
は
、
度
重
な
る
豪
雨
や
竜
巻
を
は
じ
め
、
台
風
に

よ
る
土
砂
災
害
な
ど
各
地
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
改
め
て
日
頃
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
認
識
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
の
指
針
で
あ
り
ま
す
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、「
地
域
で
で
き
る
こ
と
」「
地
域
と
行
政
で
で
き
る
こ
と
」「
行
政
が
す
る
こ
と
」
と
大
別

し
、町
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
「
地
域
で
で
き
る
こ
と
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
域
支
援
職
員
の
配
置
や
地
域
力
創
造
交
付
金
制
度
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
貸
付
金
基
金
を
創
設
し
「
地
域
力
」
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
町
と
地
域
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
本
町
を
横
断
す
る
詳
細
ル
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
住
民
生
活
の
確
保
を
第
一
に
考
え
、
沿
線
に
お
住
い

の
皆
さ
ま
の
不
安
や
懸
念
の
解
消
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、こ
の
1
月
か
ら
第
四
保
育
所
に
お
い
て「
0
歳
児
保
育
」を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、両
親
が
共
働
き
で
も
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
に
は
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
予
定
で
あ
り
、
救
急
や
高
度
医
療
を
担
う
富
士
川
病
院
と
、
外
来
診
療
を
中
心
と
し
た
市
川
三
郷
病
院
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

7
月
に
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
静
岡
双
葉
間
の
全
線
開
通
を
視
野
に
、
高
速
道
路
と
一
般
道
か
ら
利
用
で
き
る
道
の
駅
「
富
士
川
」
の
オ
ー
プ
ン
を
は
じ
め
、

町
の
玄
関
口
と
な
る
増
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
西
部
の
国
道
52
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
、
3
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
は
富
士
川
町
誕
生
し
て
5
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
5
周
年
を
記
念
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
、
本
町
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
町
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
方
か
ら
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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ら
に
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度
は
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誕
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5
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の
節
目
を
迎
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に
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り
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5
周
年
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記
念
し
た
各
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イ
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を
実
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参
り
た
い
と
考
え

て
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ま
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の
で
、
皆
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方
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
、
本
町
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
町
政
運
営
に
全
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で
取
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で
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
2
0
1
4
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
夏
に
は
、
本
町
で
も
酷
暑
が
続
き
、
ま
れ
に
見
る
水
不
足
で
、
農
作
物
の
生
育
に
障
害
が
出
た
り
、
脱
水
症
の
注
意
喚
起
が
頻

繁
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
異
常
気
象
が
生
活
面
ば
か
り
で
な
く
健
康
面
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
西
日
本
や
日
本
海
側
で
は
、
各
地
で
豪
雨
や
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
京
都
の
水
害
や
台
風
に
よ
る
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
で
は
、
多
く
の
貴

い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
大
級
の
台
風
が
来
襲
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
地
球
規
模
で
の

異
常
気
象
の
年
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
で
は
明
る
い
話
題
も
聞
か
れ
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
も
決
ま
り
ま
し

た
。
本
町
で
は
、
国
民
文
化
祭
の
「
和
太
鼓
の
祭
典
」
と
「
山
車
巡
行
祭
り
」
が
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
富
士
川
町
の
伝

統
と
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
い
て
は
、
町
と
協
力
し
て
中
学
生
模
擬
議
会
や
女
性
模
擬
議
会
を
開
催
し
、
若
い
世
代
や
女
性
へ
の
議
会
に
対
す
る
理
解
と
ま
ち
づ
く
り

の
提
言
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
区
懇
談
会
や
休
日
議
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
の
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、待
望
の
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
す
る
と
と
も
に
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
工
事
が
進
む
中
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
し
、
東
部
地
区
は
い
よ
い
よ
賑
わ
い
を
増
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
も
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
問
題
や
不
安

へ
の
対
応
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
16
名
の
議
員
も
間
も
な
く
任
期
を
迎
え
ま
す
。
残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯
勤
め
、
暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く
交
流
の
ま
ち
富
士
川
づ
く
り
に
ま
い
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ら
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然
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進

富
士
川
町
議
会
議
長　
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澤　

益　

彦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
2
0
1
4
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
夏
に
は
、
本
町
で
も
酷
暑
が
続
き
、
ま
れ
に
見
る
水
不
足
で
、
農
作
物
の
生
育
に
障
害
が
出
た
り
、
脱
水
症
の
注
意
喚
起
が
頻

繁
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
異
常
気
象
が
生
活
面
ば
か
り
で
な
く
健
康
面
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
西
日
本
や
日
本
海
側
で
は
、
各
地
で
豪
雨
や
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
京
都
の
水
害
や
台
風
に
よ
る
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
で
は
、
多
く
の
貴

い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
大
級
の
台
風
が
来
襲
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
地
球
規
模
で
の

異
常
気
象
の
年
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
内
で
は
明
る
い
話
題
も
聞
か
れ
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
も
決
ま
り
ま
し

た
。
本
町
で
は
、
国
民
文
化
祭
の
「
和
太
鼓
の
祭
典
」
と
「
山
車
巡
行
祭
り
」
が
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
し
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
富
士
川
町
の
伝

統
と
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
い
て
は
、
町
と
協
力
し
て
中
学
生
模
擬
議
会
や
女
性
模
擬
議
会
を
開
催
し
、
若
い
世
代
や
女
性
へ
の
議
会
に
対
す
る
理
解
と
ま
ち
づ
く
り

の
提
言
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
区
懇
談
会
や
休
日
議
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
の
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、待
望
の
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
す
る
と
と
も
に
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
工
事
が
進
む
中
、大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
し
、
東
部
地
区
は
い
よ
い
よ
賑
わ
い
を
増
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
も
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
問
題
や
不
安

へ
の
対
応
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
16
名
の
議
員
も
間
も
な
く
任
期
を
迎
え
ま
す
。
残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯
勤
め
、
暮
ら
し
と
自
然
が
輝
く
交
流
の
ま
ち
富
士
川
づ
く
り
に
ま
い
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　国民年金は、日本国内にお住まいの 20歳以上 60歳未満のすべての方の加入
が法律で義務付けられています。20歳の誕生月の前月に、日本年金機構より国
民年金加入の書類が届きますので、役場町民生活課または竜王年金事務所で手続
きをしてください。

国民年金加入手続きとその流れ

1．国民年金資格取得届（※1）を提
出してください。
・保険料納付方法を口座振替にしたい場合
は、口座振替依頼書を同時に提出してくださ
い。
・収入が少なく、保険料の納付が困難な場合
は、免除・納付猶予制度または学生納付特例
制度の申請をしてください。（学生納付特例制
度の申請には、学生証のコピーが必要です。）

2．年金手帳（※2）が届
きます。
　保険料の納付の確認や、将来
年金を受給する際に必要な、基
礎年金番号が記載されていま
す。大切に保管してください。

3．保険料納付書が届き
ます。
　金融機関やコンビニエンスス
トアで納めてください。
（保険料　月額15,040 円）

　　未納が多いと受給できない！　障害基礎年金・遺族基礎年金
　国民年金の給付には、老後に受給する「老齢基礎年金」のほかに、不慮の事故や病気によ
り障害の状態になったときに受給できる「障害基礎年金」や、万が一死亡したときに一定の
範囲の遺族に支払われる「遺族基礎年金」があります。免除や納付猶予（学生納付特例制度
を含む）の申請をせずに未納のままにしておくと、これらの年金の給付を受け取ることがで
きない場合があります。
　国民年金の加入手続きは速やかに行い、保険料の納め忘れが無いよう、十分ご注意くださ
い。※保険料の納付は、納め忘れの心配がなく、お得な割引制度がある「口座振替」をおす
すめします。

お問い合わせ 竜王年金事務所　国民年金課　☎055－278－1104
 富士川町役場　　町民生活課　保険年金担当　☎22－7209

二十歳になったら国民年金二十歳になったら国民年金

重要
!

※1

※2
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　平成25年12月1日に民生委員・児童委員及び主任児童委員が改選されました。
　民生委員・児童委員の任期は3年間で厚生労働大臣の委嘱を受け、社会福祉の増進を図るために活動しています。
委員の方々は次のとおりです。（敬称略）

地　区 担　当　地　区 氏　名

最勝寺区

北原・中小路 依田　千昭

下東・下西 石坂さとみ

馬門・住宅 5 西﨑　　誠

住宅（除く 5組）・上殿原 遠 美智子

上組・西の入・寺尾 芦澤　武男

天神中條区

搗屋・北村西・東・荒居・神田 井上さつき

中村・南村西・東 㓛刀せつ子

新田北・南 長澤　明人

大久保区
1・4・5 中村　　武

2・3・6 杉田　美枝

𣇃 米 区

川久保上・下・南上・中・下 深澤奈津江

宗林・中村・下村西 深澤かつ江

上平・腰巻・下村東 神田　正治

小 林 区

1・2 齊藤美奈子

3・4・5 深沢　和利

6・7・8 大熊　清童

長 澤 区

1・2・3・4・5 小木曽信之

6・7・8・9・12 折居　博文

10・11・13・14 𠩤田　眞弓

15・16・17・18 大森　　誠

19・22・27・28 小林　一元

20・21 小野田一喜

大 椚 区
1・2・5 市川　善得

3・4・6 川住　道夫

青柳町区

1・2・3・4・5 佐野美智子

6・7・8・9・10・11 鮫田　晴美

12・13・14・15・20・52・53 大塚　和子

16・17・18・19・21・22 小林　　豊

23・24・25・26・27 深澤　　純

28・29・30・54・55 志村湖野美

31・32・33・48・50 笹本けい子

34・35・36・42・43 依田　菊江

37・38・39 入倉　富子

40・41・44・45 小林　駿司

平 林 区

久保平・馬取沢・上・下向川・栃
窪・楮畠 秋山美紀子

南平・上久保・前田新井・岩下新
梨・狭間 堀内多喜子

地　区 担　当　地　区 氏　名

小 室 区
土録・北川 深澤　幸雄

上手・砂垈・矢川・開拓 井上　範子

髙 下 区 仙洞田・上・下髙下 秋山　　博

本町 1区

新田町 栁澤　英久

北新町・桜新町 望月　　眞

梅林町 上田　　修

本町 2区
旭町 石川　　勇

富士見町 樋口　　昇

本町 3区
上北町 山本　幸惠

上南町・畔沢町 矢﨑美智子

本町 4区
緑町 矢崎　喜久

八幡町 矢崎　修二

本町 5区

仲町・大法師 杉野　忠良

本町北町 遠藤　　勉

本町南町 樋口　正弘

本町 6区
入町・明神町・天戸 篠﨑　　一

駅前通 渡邊　　一

中 部 区

鬼島北・長知沢町・国見平町 丸山三惠子

鬼島南・梅久保町・日向町 石坂佐代子

箱原町 宮崎　　榮

鹿島町 保坂　育子

五 開 区
久保沢町・鳥屋町・十谷町 堀口　里美

柳川町・十谷町 望月紀実江

【主任児童委員】
担　　当　　地　　区 氏　名

町　　　　　　全　　　　　　域 小池美惠子

町　　　　　　全　　　　　　域 久津間惠理子

町　　　　　　全　　　　　　域 杉田三津江

町　　　　　　全　　　　　　域 海野美智子

町　　　　　　全　　　　　　域 田中　江美

【民生委員・児童委員に関するお問い合わせは】
　福祉保健課　☎22－7207　FAX 22－7261

【民生委員児童委員】

民生委員・児童委員（主任児童委員）の皆さんを紹介します。
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確定申告書作成会場を開設します。

期　　間 平成 26年 1月 27日（月）～ 4月 1日（火） （土、日及び祝日を除く）
受付時間 8時 30分～（提出は 17時まで）
相談時間 9時～ 17時

作成・相談される方へ
・印鑑、源泉徴収票などの必要書類をお持ちください。
・前年の申告書などの「控」を作成の参考にしますのでお持ちください。
・医療費控除の医療費の領収書は、事前に集計のうえお持ちください。
・事業所得や不動産所得がある方は、事前に売上・仕入・経費を集計のうえご来署ください。

※ 平成25年から平成49年までの各年分については、東日本大震災からの復興を図るための施策に
必要な財源確保のために、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付します。復興特別所
得税は、所得税額に対する付加税で、平成25年から平成49年までの各年分の基準所得税額（原則
として、その年分の所得税額）に 2.1％の税率を掛けて計算します。

税に関する作品の優秀作品
　中学生の「税についての作文」
　◆優秀作品
　　鰍沢税務署長賞 「教科書と税金」　　山下奈緒さん（鰍沢中3年）
　◆鰍沢納税貯蓄組合入選作品
　　会長賞 「なんで無意味な税金をたくさん払うの？」　深澤広大くん（増穂中3年）

　税に関する絵はがきコンクール
　◆鰍沢税務署長賞 佐野　好くん（鰍沢小5年）

申告書などの送付先：〒400－0693　南巨摩郡富士川町鰍沢1502－1
問い合わせ先：鰍沢税務署（☎0556－22－3191）

農地を保全する有害獣防除施設の設置
　町では、農地をイノシシやシカなどの有害獣から守る、防除施設（簡易電気柵など）
を設置するための補助制度があります。
　次期耕作へ向けて、農地の保全をお考えの方はご活用ください。
　補助金の申請には要件がありますので、詳しくは役場農林振興課、農林振興担当まで
お問い合わせ下さい。

【お問い合わせ】　農林振興課農林振興担当（☎22－7214）

補助制度
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　今年も、所得税と町・県民税および国民健康保険税（国保税）の申告時期を迎えました。この申告
はあなたの町・県民税、国保税、介護保険料などを決定するもととなるだけでなく、福祉や学校関係
等の申請の際に必要となる諸証明の基礎となるものです。早めに準備をして、期限までに提出してく
ださい。
　なお、町で行う地区別の申告相談日程は、広報ふじかわ2月号でお知らせします。

平成 25年分の申告書の提出および納税の期限

申告書の提出期間 納税期限 振替日
所得税 2月 17日（月）～ 3月 17日（月） 3月 17日（月） 4月 22日（火）
消費税 1月  6 日（月）～ 3月 31日（月） 3月 31日（月） 4月 24日（木）
贈与税 2月  3 日（月）～ 3月 17日（月） 3月 17日（月）
・所得税の還付申告書は2月17日以前でも提出することができます。
・振替日は、口座振替を利用される方の、預貯金口座からの引落し日です。

  簡単・便利
国税庁のホームページから申告書が作成できます。

　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に添って金額などを入力すれば、
税額などが自動計算され確定申告書が作成できます。
　　作成が終わったら 印刷して税務署に郵送などにより提出
 　 「控」に受付印が必要な方は切手を貼付した返信用封筒（郵便番号・住

所・氏名を記入した物）を同封してください。後日返送いたします。
 e-Tax で電子送信できます。

注意 !!
電子証明書付の「住民基本台帳カード」と
「ICカードリーダライター」が必要です。

確定申告書等作成コーナーは、国税庁ホームページからご利用ください。

www.nta.go.jp  クリック！

申告の準備はお
済みですか？

税の申告は
3月17日月ま

でに！

確定申告 検索
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［11月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

鰍沢中部小学校閉校記念碑作製業務委託 鰍 沢 1,350,000 ㈲石のエキスパート秀石
富士川町スクールバス購入 天 神 中 條 16,379,460（税込） 山梨日野自動車㈱

中央監視操作施設更新電気計装設備工事 最 勝 寺 27,700,000 アズビル㈱アドバンスオートメ
ーションカンパニー　東京支社

第 6期介護保険事業計画策定に伴う高齢者ニーズ調査業務委託 富 士 川 町 1,780,000 ㈱サーベイリサーチセンター　静岡事務所
可燃用指定ごみ袋購入 青 柳 町 3,913,000 越 健 産 業 ㈱
東川拡幅に伴う揚水施設機能補償工事 青 柳 町 18,900,000 ㈱萩原ボーリング
通学路路肩カラー化工事 富 士 川 町 1,940,000 ㈱ 土 屋 工 業
旧平林へき地保育所解体撤去工事 平 林 2,514,000 ㈱ダスラップサービス
町道馬門 3号・4号線配水管布設替工事 最 勝 寺 3,400,000 ㈱ 大 久 保 管 工
町道青柳 1号線配水管布設替工事 青 柳 町 5,700,000 ㈲ 梶 本 管 工
町道青柳 11 号線配水管布設工事 青 柳 町 6,290,000 依 田 ポ ン プ ㈲
本町地区簡易水道石綿セメント管布設替工事 鰍 沢 8,980,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
駅前遊歩道舗装工事 鰍 沢 2,900,000 日 東 建 設 ㈱
町道上北富士見町線舗装打換工事 鰍 沢 3,450,000 ㈱ 輪 田 道 路
小林地内水路改修工事 小 林 710,000 ㈱ 加 藤 建 設
鰍沢汚水枝線 33－25－4 号管布設工事 最 勝 寺 5,550,000 ㈲ 井 上 興 業
町道青柳 1号線道路改良工事 青 柳 町 6,100,000 鶴 田 組 建 設 ㈲

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

　芦澤定弘さん（最勝寺）は昭和50年から養
蚕経営を開始。特殊蚕品種飼育の導入と優良繭
生産や桑園管理などに工夫をされてきました。
また現在は、後継者や海外から受け入れた養蚕
研修生の技術指導に奮闘されています。
　県内の絹製品づくり・販売に取り組む「ふじ
やまプロジェクト」の中核メンバーとして、今
後の新しい養蚕経営のモデルを目指されてい
ます。

内閣総理大臣賞に芦澤定弘さん 内田久雄さんに農林水産大臣感謝状

　農林水産祭『蚕
糸・地域特産部
門』において養蚕
経営の芦澤定弘さ
んが『内閣総理大
臣賞』を受賞され
ました。

　内田久雄さん（長澤）は農林水産統計業務の
簿記の記帳を15年にわたり継続しておこなっ
ています。今回の受賞は10月18日の統計の
日にあわせ、農業経営統計調査農家としての永
年にわたる功績に対して感謝状が贈られたも
のです。

　農林水産統計事
務永年協力者とし
て内田久雄さんに
『農林水産大臣感
謝状』が授与され
ました。
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富士川町職員の給与等を公表します
　富士川町職員の給与は、基本給としての給与と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職
務や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与
条例」で決められています。

◎人件費の状況（平成 24年度普通会計決算）

区　分 人　口
H24.4.1 現在

歳出総額
A　千円

うち人件費
B　千円

比　率
B/A

24 年度 16,479 人 7,434,380 1,268,303 17.1％

※ 人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれて
います。

◎部門別職員数の状況（平成 25年 4月 1日現在）

区分 一般行政 教　　育 公営企業等 合　　計

職員数 149 人 15 人 16 人 180 人

前年比 ＋ 5人 △ 2人 △ 1人 ＋ 2人

※教育の中には、教育長が含まれています。

◎職員の初任給の状況（平成 25年 4月 1日現在）

区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

◎特別職の報酬等の状況（平成 25年 12月 1日現在）

区　　　分 給料月額等 期末手当

特　

別　

職

町　長 685,000 円   6 月期 1.9 月分

副町長 568,000 円  12 月期 2.15 月分

教育長 538,000 円  合　計 4.05 月分

◎職員の平均給料月額平均年齢の状況
（平成 25年給与実態調査）

区　　　分 一般行政職 平均年齢

富士川町役場
（一般行政職） 306,700 円 40.9 歳

◎職員給与費の状況（平成 25年度一般会計当初予算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計B

25年度 160 人 589,958 69,335 208,619 867,912

一人当たりの給与費（B/A） 5,424,450 円

※ 特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。ま
た、職員手当には退職手当は含まれていません。

◎職員手当の状況（平成 25年 12月 1日現在）

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6 月期 1.225 0.675 1.225 0.675

（1.025） （0.875） （1.025） （0.875）

12 月期 1.375 0.675 1.375 0.675

（1.175） （0.875） （1.175） （0.875）

合　計 2.60 1.35 2.60 1.35

（2.20） （1.75） （2.20） （1.75）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 21.62 月 27.025 月 21.62 月 27.025 月

勤続 30年 38.18 44.85 38.18 44.85

勤続 40年 49.22 52.44 49.22 52.44

最高限度 52.44 52.44 52.44 52.44
※（　）内は、特定幹部に適用。

（平成 25年 12月 1日現在）

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料 職種や職務に応じて給与表に定める額を支給
※扶養手当 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当  借家の場合、家賃が 12,000 円を超える時に支

給し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当  通勤方法により異なりますが、交通機関利用の

場合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者
は、通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　 危険、困難、不快、不健康な勤務についた

とき
※時間外手当　正規の勤務時間を越えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　 ボーナスに相当する手当　年間 3.95 月

分
※退　職　手　当　退職時に支給

（9）平成 26. 1 月号　No.46



◇どんなお仕事をしていますか？
　市川南幼稚園で幼稚園教諭とし
て年中組の担任をしています。毎
日子どもたちと楽しく遊んだり活
動をしています。

◇富士川町をどう思いますか？
　山や川に囲まれた自然豊かな町だと思います。

◇富士川町に期待することは？
　子どもたちが安心して遊べる環境。親子で楽しく過
ごせる場所が増えること。また中部横断自動車道の開
通により町が更なる発展することを期待しています。

◇ご趣味は？
　LIVE 鑑賞と料理です。料理は特にお菓子作りが好
きで最近はキャラケーキを作ったりもしています。

◇将来の夢など
　笑顔あふれる家庭を築きたいです。

◇富士川町のココがおすすめ
　富士橋近くの道路沿いにある桜です。さくら祭りの
時期にはここの桜もライトアップされとてもキレイで
おすすめです。

◇思い出の場所は？　またその理由は？
　中部小学校です。全校人数は少なかったですが、友
だち・先生にも恵まれ、また、小規模校だからこそ体
験できたことも多く良い思い出となっています。

◇PRしたいことなど
　市川南幼稚園では子育て支援
事業も行っており親子で楽しく
参加して頂けますのでぜひ一度
足を運んでみてください。

　表紙（今月号）の写真をご提供いただいた水口屋店主の深澤
公雄さんに昔の商店街のお正月の様子などについて、お話を伺
いしました。

■表紙の写真について
　この写真（表紙）は、今からちょうど100年前の水口屋深澤商店
の正月の初売り出しの様子です。今現在の国道52号の「青柳2丁目」
交差点から北を向いて撮影した写真ですが、昔はレール（写真：中央
下）が敷かれており、その上を鉄道馬車が走っていたそうです。また、
中央にある大きな白い建物は、萬屋醸造店のお蔵であり、今の酒造ギャ
ラリー「六斎」になります。
　水口屋深澤商店は1845年（弘化2年）に創業し、私で5代目にな
ります。写真中央にある自転車の左側にいる男性が水口屋3代目にあ
たる私の祖父、深澤達一です。

■昔から現在にかけての商店街について
　昭和30～40年代頃は、大晦日から正月にかけてこの辺りの商店
街は多くの人でにぎわいました。大晦日には夜中の1時頃まで店を開
くこともあり、商店街に活気がありました。
　今現在は、一般家庭での消費動向の変化などにより、昔のように初
売りで行列ができることはなくなりました。消費者なくして商売は成
り立たず、時代や消費動向に合わせて商店も努力をしなければなりま
せん。
　今現在はスマートフォンの急激な普及や一般家庭などでのインター
ネット利用率の増加により、自宅に居ながら日本全国から世界各国ま
でどこの商品でも購入できる時代になりました。私どもの店でもイン
ターネットを活用し販売をしておりますが、ネット販売では世界を相
手に競争しなければなりませんので、他のドコよりも良い商品をご提
供できるように日々努力しているところです。

■これからの商店街について
　青柳町商店街には青柳宿「活性館」や酒造ギャラリー「六斎」、ま
た最近ではキリスト教の教会も建てられました。これからはモノを売
るだけでなく、街並みを楽しんでもらうなどの観光客を誘客すること
で、昔のにぎわいを取り戻していけるように努力していきたいです。
　【水口屋ホームページ：http://mizukuchiya.com/】

深澤　公
きみ

雄
お
さん（青柳町）

依田野
の

乃
の

香
か

さん
23歳
（中部）

～　生まれ育ったこの商店街と共に　～

Vol. 43

【
表
紙
の
写
真
の
現
在
】

平成 26. 1 月号　No.46（10）



日時　1月 25日（土）午前 10：30～ 11：00
場所　町民会館 1階和室

風邪にご注意を !!　

明け
ましておめでとうございます

【お知らせ】
　9月 14 日に開催された第 66 回山梨県体育祭りの
開会式において、「山梨県体育功労者」を受賞された
杉田洋一様から、「ストップウォッチ・システムプリ
ンター・グラウンド整備用マット」を町に寄付してい
ただきました。

【
短　

歌
】

「
吾
が
心
の
サ
バ
ン
ナ
」
見
つ
む
秋
天
に
キ
リ
ン
縞
馬
そ
し
て
わ
た
く
し

 

堀
内　

竹
子

茄
子
お
く
ら
朝
ど
り
ト
マ
ト
刻
み
入
れ
一
人
夕
餉
の
リ
ゾ
ッ
ト
と
な
す

 

堀
内　

久
子

台
風
の
匂
い
が
す
る
ね
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
夜
の
窓
辺
に
寄
り
て

 

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

日
蓮
の
望
郷
の
山
紅
葉
せ
り 

山
本　

達
雄

黄こ
う

落ら
く

の
鐘
楼
音
を
忘
れ
を
り 

矢
崎　

節
子

冬
が
来
る
団
扇
太
鼓
の
ひ
び
く
山 

柴
田
三
津
雄

【
川　

柳
】

何
も
か
も
有
る
よ
で
何
か
無
い
都
会 

大
森　

征
子

期
待
し
た
再
会
彼
は
孫
連
れ
て 

樋
口
す
み
江

成
功
と
書
い
て
二
年
を
締
め
く
く
る 

鮎
川　

弘
子

【サッカー】　第 27回増穂杯サッカー大会
《12月 1日（日）利根川公園スポーツ広場ほか》
A・Bパート 優　勝 Uスポーツクラブ
 準優勝 増穂 SC
Cパート 優　勝 昭和サッカースポーツ少年団
 準優勝 ヴォルケーノ富士吉田 Jr
Dパート 優　勝 スペリオール上吉田
 準優勝 FCトラベッソ
ピッコロの部 優　勝 JFC白根
 準優勝 昭和サッカースポーツ少年団

【ソフトバレーボール】
第 2回富士川町ソフトバレーボールフェスティバル
《12月 8日（日）富士川町民体育館》
Aパート優勝 ニスカ　OLD
Bパート優勝 サンビューかじかざわ
Cパート優勝 ふじかわリアンエタナール
Dパート優勝 青柳町ゴールデンボンバーズ
Eパート優勝 20 会
Fパート優勝 Momo ☆ Rin

本年も宜しくお願い致します

特集 冬の健康維持　～新たな年も健やかに～
『COPDの最新治療』『漢方薬事典』
『 0歳からのアレルギー予防がよくわかる本』
『わたしも、がんでした』
『乳がんのベストアンサー』
『ヒトはなぜ太るのか』
『100 歳までボケない！肉と魚のレシピ』
『認知症治った！助かった！この方法』
『コンビニに「健康」を買いに行こう！』
『ホットスムージー』『つるかめ食堂』
『食物アレルギーのすべて』
『こどものアレルギー』
『自分でできるはじめてのお灸』
『ホントはコワイ冷え性 66の対策』など

ふじかわカップ小中学生将棋大会
　12 月 1 日（日）、町民会館に
おいて、『第 4回ふじかわカッ
プ小中学生将棋大会』が開催さ
れ県内外から 53 人のちびっ子
棋士が熱戦を繰り広げました。
各部門の入賞者は次のとおりで
す。（敬称略）

中学生の部
　優　勝　三塚　　新（大月東中 1年）
　準優勝　佐藤　智也（増穂中 3年）
小学校 5・6年の部（Aブロック）
　優　勝　金子　裕樹（静岡市、西豊田小 6年）
　準優勝　今泉　怜太（山梨大学附属小 5年）
小学校 4年生以下の部（Aブロック）
　優　勝　西川シュリ（双葉東小 3年）
　準優勝　福田　達也（駿台甲府小 4年）

初開館は1月 5日（日）です。

おはなし会

201
4年
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健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
冬
に
な
る
と
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
が
発

生
し
ま
す
。
そ
の
多
く
が
、
人
か
ら

人
へ
感
染
し
ま
す
。
き
れ
い
に
見
え

る
手
で
す
が
、
様
々
な
病
原
菌
を
身

体
に
運
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
感
染
し
て
い
る
人
が
く

し
ゃ
み
を
手
で
防
い
だ
後
に
、
そ

の
手
で
ド
ア
ノ
ブ
を
触
っ
た
と
し
ま

す
。
そ
の
ド
ア
ノ
ブ
を
、
あ
な
た
が

触
っ
た
後
に
、
そ
の
手
で
パ
ン
を
食

べ
た
と
し
た
ら
…
…
こ
の
よ
う
に
、

手
を
介
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
、
感
染
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
手
洗
い
に
よ

り
、
手
に
つ
い
た
病
原
菌
を
洗
い
流

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
正
し
い
手
洗
い
の
コ
ツ

　
石
け
ん
自
体
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
殺
菌
・
消
毒
す
る
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
石
け
ん
の
泡
と
流
水
の
力

で
、
病
原
体
を
洗
い
落
と
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
石
け
ん
と

流
水
で
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う
。
洗
い

残
し
や
す
い
、
指
先
、
指
の
間
、
親

指
は
特
に
意
識
し
て
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
き
れ
い
に
手
洗
い
し
て

も
、
湿
っ
た
タ
オ
ル
は
、
細
菌
が
増

殖
し
て
い
ま
す
。
出
来
る
限
り
タ
オ

ル
の
共
用
は
避
け
、
清
潔
な
タ
オ
ル

を
使
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
が
難
し

い
時
に
は
、
病
原
体
に
対
し
て
、
消

毒
効
果
を
発
揮
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
手

指
消
毒
を
使
う
こ
と
も
お
す
す
め
で

す
。

　
日
本
脳
炎
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
に
か
け
て
の
接
種
勧
奨

の
差
し
控
え
に
よ
り
、
未
接
種
の
方

が
多
い
現
状
で
す
。
3
歳
の
時
期
に

初
回
2
回
目
ま
で
を
行
い
、
一
年
後

に
追
加
接
種
、
そ
の
後
9
歳
の
時
期

に
2
期
を
接
種
し
、
計
4
回
の
接
種

に
な
り
ま
す
。

　
不
活
化
ポ
リ
オ
は
、
計
4
回
の
接

種
に
な
り
ま
す
が
、
経
口
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
1
回
の
み
接
種
し
て
あ

る
方
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
を
残
り
3

回
接
種
し
ま
す
。
経
口
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
2
回
接
種
し
て
あ
る
方

は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
の
接
種
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
、
お
済
で
な
い
場
合
は
早
め
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
不
明
な
点

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課

　
　
☎
22
│
7
2
2
1　

《
指
定
医
療
機
関
追
加
の
お
知
ら
せ
》

　

町
で
は
平
成
25
年
10
月
よ
り
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
通
知
に
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
し
た
。

　

今
回
町
指
定
医
療
機
関
が
追
加
に

な
り
ま
し
た
の
で
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
　

※ 

指
定
医
療
機
関
の
情
報
は

平
成
25
年
11
月
時
点
の
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
保

健
課
窓
口
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
予
診
票
兼
接
種
済
証
を
お

渡
し
し
ま
す
。（
持
ち
物
：
印
鑑
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
22
│
7
2
0
7　

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
ゆ
う

う
つ
な
気
分
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…
な

ど
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
の
相
談

で
も
結
構
で
す
。

◆
日　
時

　

1
月
27
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

（
相
談
時
間
1
人
1
時
間
の
た
め
、

定
員
3
人
ま
で
）

◆
場　
所

　

保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員

　

心
理
臨
床
オ
フ
ィ
ス
・
ル
ー
エ
臨

床
心
理
士　

深
沢
孝
之
先
生
お
よ
び

町
保
健
師

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
22
│
7
2
0
7　

今月は、石原保健師です。

正
し
い
手
洗
い

で
き
て
い
ま
す
か
？

日
本
脳
炎
・
不
活
化
ポ
リ
オ

の
接
種
は
お
済
で
す
か
？

町指定医療機関 〈H25年 11月時点〉
くぼた内科胃腸科医院 （富士川町）
鰍沢病院 （富士川町）
峡南病院 （富士川町）
ますほ共立診療所 （富士川町）
市川三郷町立病院 （市川三郷町）
高原病院 （南アルプス市）
巨摩共立病院 （南アルプス市）
高橋医院 （市川三郷町）
古屋クリニック （中央市）
クリニックいのうえ （南アルプス市）
身延山病院 （身延町）

『
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
会
』

を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成
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「
あ
な
た
は
誰
か
に
暴
力
を
振
る
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

「
あ
な
た
は
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
」

　

あ
ら
ゆ
る
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ

り
、
犯
罪
で
す
。

　
人
権
と
は
、人
の
生
き
る
力
で
あ
り
、

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て

い
る
権
利
で
す
。
そ
の
権
利
を
深
く
傷

つ
け
る
行
為
が
暴
力
な
の
で
す
。

　
平
成
23
年
度
の
内
閣
府
の
調
査
に
よ

る
と
、
既
婚
女
性
の
約
3
人
に
1
人
が

配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
答
え
て
い
ま
す
。
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、
か

つ
て
「
夫
婦
喧
嘩
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、「
夫
婦
喧
嘩
」
と
D
V
で
は

力
関
係
が
違
う
の
で
す
。
自
分
の
方
が

上
だ
と
思
っ
て
い
た
い
、
思
う
よ
う
に

支
配
し
た
い
と
い
う
、
優
越
性
と
所
有

関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
暴
力
を
振
る

う
、
こ
れ
が
D
V
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、

1
9
9
0
年
頃
か
ら
社
会
が
認
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
以
前
は「
し

つ
け
」「
愛
の
む
ち
」
と
呼
ば
れ
、
虐

待
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
子
ど
も
の
虐
待
と
は
、
こ
れ
ま
で

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
痛
み
や

悲
し
み
を
怒
り
の
形
で
子
ど
も
に
爆
発

さ
せ
て
い
る
行
為
だ
そ
う
で
す
。
身
体

的
虐
待
・
精
神
的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・
育
児
怠
慢
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
で
は
、
D
V
や
子
ど
も
の
虐
待
を
な

く
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
。

啓
発
活
動
を
！

・ 

す
べ
て
の
人
が
常
識
と
し
て
、
暴
力

は
絶
対
に
駄
目
だ
と
知
っ
て
お
く
こ

と
。

・ 

言
葉
の
暴
力
も
駄
目
な
こ
と
。

・ 

暴
力
は
、
あ
な
た
が
受
け
る
正
当
な

評
価
で
は
な
い
こ
と
。

女
の
子
が
自
立
し
た
母
親
に
な
る
こ

と
！

・ 

経
済
的
に
。（
収
入
を
得
る
こ
と
）

・ 

暴
力
は
絶
対
に
よ
く
な
い
と
い
う
教

育
が
大
切
。

一
人
で
我
慢
し
な
い
こ
と
！

・ 

相
談
機
関
に
相
談
す
る
。

・ 

シ
ェ
ル
タ
ー
に
逃
げ
る
。

・ 

実
家
に
帰
る
。

・ 

周
り
の
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
、
殴
ら

れ
た
事
を
言
う
こ
と
。

　

あ
な
た
が
我
慢
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
供
が
殴
る
子
供
、
殴
ら
れ
る
子

供
に
な
り
ま
す
。
暴
力
は
必
ず
連
鎖
し

ま
す
。だ
か
ら
、今
、勇
気
を
出
し
て
…
。

　
11
月
10
日
、
ま
す
ほ
児
童
館
前
庭

に
お
い
て
、
本
年
度
の
「
ワ
ー
ル
ド

グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
単
独
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
人
達
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
と
協

会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
甲
州

富
士
川
ま
つ
り
と
同
時
開
催
し
、
中

国
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、

ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
7
ヵ
国
の
郷

土
料
理
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ん

は
、
普
段
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
い
本

場
の
料
理
に「
初
め
て
食
べ
た
け
ど
、

お
い
し
い
！
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

る
な
ど
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
各
国
の
「
食
」
を
き
っ
か
け

に
、
そ
の
国
々
へ
の
興
味
や
理
解
が

生
ま
れ
、
世
界
各
国
の
人
達
と
の
交

流
が
深
ま
り
、友
好
の
輪
が
広
が
る
、

「
食
」
に
は
そ
ん
な
力
も
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

〈
出
品
料
理
〉

・ 

中
国「
水
餃
子
」「
油

条
（
揚
げ
パ
ン
）」

・ 

台
湾
「
鶏
団
子
ス
ー

プ
」「
餃
子
」

・ 

タ
イ
「
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
」「
ト
ム
ヤ
ム

ク
ン
ス
ー
プ
」

・ 
イ
ン
ド
「
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」「
ナ
ン
」「
タ

ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
」

「
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
」

・ 

韓
国「
野
菜
チ
ヂ
ミ
」

「
ト
ッ
ポ
ギ
」

・ 

ド
イ
ツ
「
シ
ュ
ト
ロ

イ
ゼ
ル
ク
ー
ヘ
ン

（
ケ
ー
キ
）」「
カ
ト

フ
ェ
ル
プ
ッ
フ
ァ
ー

（
ハ
ッ
シ
ュ
ポ
テ

ト
）」

・ 

ブ
ラ
ジ
ル
「
パ
ン
」

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」

　

富
士
川
町
国
際
交
流
協
会
は
、
世
界
各
国
の
人
達
と
色
々
な
交
流
を
通
し

て
、
絆
を
強
め
、
町
民
の
国
際
意
識
の
向
上
を
図
り
、
相
互
の
親
善
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

本
協
会
で
は
、毎
年
「
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
〜
世
界
の
「
食
」
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う
！
〜
を
テ
ー

マ
に
、
世
界
各
国
の
料
理
の
販
売
、
協
会
活
動
の
展
示
な
ど
を
行
な
い
、
世

界
各
国
の
人
達
と
交
流
を
深
め
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
18
回
目
に
な

り
ま
す
。

タイの料理いかがですか

暴力はダメ！
連鎖を断ち切ろう

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

今月は国際交流協
会事務局です
☎ 22－7209

国
際
交
流
協
会
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ

　

 

〜
世
界
の
「
食
」
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う
！
〜

毎月19日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

大勢の方にご来場いただきました
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冬
至
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
髙
下
地
区
は
、

富
士
山
頂
か
ら
の
日
の
出
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

士
）を
望
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
渋

滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制

（
一
方
通
行
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
2

峡南地域文化交流会
　12 月 7 日㈯、ますほ
文化ホールにおいて、峡
南 5 町の町長がパネリ
ストとなり峡南の活性化
について話し合いまし
た。また、峡南地域の伝
統芸能の発表も行われま
した。

富士川スタイルコレクション
　12 月 1 日㈰、ます
ほ文化ホールにおい
て、町民ファッショ
ンショー「富士川ス
タイルコレクション
2013」が開催されま
した。

祝100歳
　11月・12月は町内で 3名の方がめでた
く 100 歳の誕生日をお迎えになりました。
　11月 25日は、深澤 げ子さん（青柳町）
　11月 28日は、三好菊江さん（鰍沢中）
　12月 3日は、入倉しつゑ（しづえ）さん（長
澤）
　の皆さんが 100 歳になりました。
　おめでとうございます。

𣇃米の銭太鼓

NEWS① 「志村学町長・年頭の挨拶」が富士川CATV（11ch）にて放送されます。
放送日時：平成 26年 1月 1日～ 5日　（①午前 8時　②正午　③午後 8時）

深澤 げ子 さん 入倉しつゑ（しづえ） さん三好菊江 さん

NEWS② 山梨県住みます芸人『ぴっかり高木といしいそうたろう』が富士川CATV（11ch）
にて、地域情報バラエティ番組「めた！ウォーク」を放映中！（一日 3回放送）
放映日時：毎月 1日～ 14日　（①午前 9時～　②午後 2時～　③午後 9時～）

規制日時
平成 25年 12月 31日（火）
　　　　　　　　　午後 11時～
平成 26年 1月 1日（水）
　　　　　　　　　午前 9時まで
※当日は、係員の指示に従ってください

林道立石清水線

林道赤石高下線

至 泊平

県営赤石高下線

至 平林
日出づる里農村公園

県道高下鰍沢線
至 仙洞田

至 最勝寺

至 国道 52号

土録

砂垈

県道高下鰍沢線

老人ホーム 増穂南小

妙法寺

下高下

交通規制
→ 一方通行

ダイヤモンド富士
鑑賞スポット

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
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ゆずの里まつり
　11 月 17 日 ㈰、小
室山妙法寺境内におい
て、「ゆずの里まつり」
が開催されました。
写真：甲州YOSAKOI
凛舞増穂による華麗な
演舞が披露されまし
た。

もみじ祭り開催
　11 月 17 日㈰、大柳
川やすらぎ水辺公園（鳥
屋地区）において「もみ
じ祭り」が開催され、当
日は大柳川渓谷のトレッ
キングやマス釣り大会な
どが行われ多くの人でに
ぎわいました。

太鼓フェスティバル
　11 月 17 日㈰、ますほ文
化ホールにおいて「富士川町
太鼓フェスティバル」が開催
され、町内外から 12 の太鼓
団体が出場し、力強い和太鼓
演奏が披露されました。
写真：鰍沢ばやし保存会「若
水」

氷室の郷ふれあい祭り
　11 月 24 日㈰、みさ
き耕舎において、「氷室
の郷ふれあい祭り」が開
催されました。
　当日は、大根の抜き取
り体験や氷室神楽の披露
などが行われ多くの人で
にぎわいました。

町政バスで町を紹介

　12 月 4 日㈬、第 2弾「見よう学ぼう
町政バス」が開催され、小室地区の法論
石（懸腰寺）の見学や「ゆず狩り」体験、
また、道の駅富士川および河川防災ス
テーションの見学などが行われました。

　12月 7日㈯、かじかざわ児童センターにお
いて、「児童センターまつり」が開催されました。
　子ども達は、工作やゲーム、「ぴっかり高木
といしいそうたろう」のお笑いライブなどで楽
しい1日を過ごしました。

　

12
月
3
日
㈫
、
増
穂
中
学
校
の
屋
上
に

設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
始

動
式
が
行
わ
れ
、
旧
生
徒
会
長
、
熊
王

廉
君（
左
）と
新
生
徒
会
長
、
大
塩
智
也
君

（
右
）が
始
動
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
た
。

児童センターまつり
太陽光パネル発電開始
（増穂中）

町民文化祭開催
（増穂地区）

　11月 16 ～ 18 日、富士川町民会
館において増穂地区の町民文化祭
が開催されました。期間中には特別
展として、石井七生・経子さんによ
る「親子陶芸展」が開催されました。

　11 月 23 日㈯、旧五開小学校を活
用し地域活性化を図るイベントとして
「五開スクールフェスタ」が開催されま
した。当日は教室内での写真撮影会や
鉄道模型の展示などが行われました。

　

11
月
30
日
㈯
、
峡
南
地
域
を
自
転
車
で

走
る
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
富
士
川
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
1
5
0
名

が
参
加
し
、
身
延
町
↓
市
川
三
郷
町
↓
富

士
川
町
を
爽
快
に
走
り
ま
し
た
。

旧五開小で
コスプレイベント ツール・ド・富士川
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

文
化
ホ
ー
ル
共
催
事
業

■
1
月
13
日
（
月
・
祝
）
午
後
2
時

2
0
1
4
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
新
春
恒
例
、
好
評
の
定
期
演
奏
会

で
す
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
楽
し

い
音
楽
仲
間
で
新
年
を
飾
り
ま
す
。

自
由
席
7
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無

料
・
整
理
券
）

出
演　

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
カ
ー
ノ
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
優
愛
（
ゆ
あ
）
と

M
A
M
A
&
P
A
P
A

た
ち
〜
ズ
、
弦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ヴ
ィ
ッ
ラ・デ
ィ・

ム
ジ
カ

指
揮
：
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ
：
小
澤
靖

子
、
雨
宮
由
佳
、
ソ
プ
ラ
ノ
：
水
上

理
江

■「
日
本
映
画
名
作
選
i
n
富
士
川
」

　

甦
る
昭
和
の
名
作
。
昨
年
に
続

き
、
日
本
の
喜
劇
映
画
特
集
第
2
弾

で
す
。

日
程
①
平
成
26
年
1
月
18
日
（
土
）

12
時
30
分
「
お
か
し
な
奴
」、
14
時

25
分
「
喜
劇
・
大
安
旅
行
」

②
1
月
19
日
（
日
）
12
時
30
分
「
吹

け
ば
飛
ぶ
よ
な
男
だ
が
」、
14
時
15

分
「
あ
あ
軍
歌
」

鑑
賞
料　
1
日
5
0
0
円
（
当
日
券

の
み
）

■
平
成
25
年
度
映
画
製
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
作
品
「
富
士
川
日
記
」
完

成
上
映
会

　
昨
年
5
月
か
ら
行
っ
た
実
習
の
成

果
と
し
て
富
士
川
町
オ
ー
ル
ロ
ケ
に

よ
る
映
画
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
平
成
26
年
1
月
18
日（
土
）

上
映
時
間
午
後
7
時
〜
8
時
1
回
上

映
（
入
場
無
料
）

製
作
指
導
及
び
監
督　
矢
崎
仁
司

■
「
東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
古
代
飛
鳥
時
代
か
ら
伝
わ
る
音
色

が
響
き
、
ま
た
現
代
音
楽
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
演
奏
も
あ
る
東
儀
秀
樹
コ
ン

サ
ー
ト
。
神
々
し
い
平
安
装
束
の
衣

装
も
必
見
で
す
。

平
成
26
年
2
月
9
日
（
日
）
午
後
3

時
開
演・全
席
指
定
3
5
0
0
円（
文

化
ホ
ー
ル
友
の
会
3
3
0
0
円
）

■
宝
く
じ
文
化
公
演
・
演
劇
「
案
山

子
（
か
か
し
）」

公
演　

平
成
26
年
3
月
16
日
（
日
）

午
後
5
時
開
演
・
全
席
自
由

鑑
賞
料　
2
0
0
0
円
（
高
校
生
以

下
1
0
0
0
円
）
当
日
券
5
0
0
円

増
し
※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
低
料

金
公
演
で
す
。

【
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
】

文
化
ホ
ー
ル
共
催
事
業

■
相
川
達
也　

G
uitar +

 vol.1

「
ふ
た
つ
の
ギ
タ
ーw

ith

村
松
淳
」

平
成
26
年
2
月
16
日
（
日
）

午
後
2
時
開
演
・
1
階
ロ
ビ
ー
自
由

席
、
2
0
0
0
円
（
高
校
生
以
下

1
0
0
0
円
）

出
演
：（
ギ
タ
ー
）
相
川
達
也
・
村
松

淳プロ
グ
ラ
ム
：
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
（
シ
ュ
ー
マ

ン
）、
春
の
歌
（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）
ほ
か

主
催
：
長
沢
ギ
タ
ー
工
房
（
富
士
川

町
髙
下
）

協
賛
：
ま
す
ほ
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

問
合
先
：
相
川
（
0
5
5・2
5
2・ 

5
5
2
6
）、
村
松
（
0
5
5
6
・

20
・
1
2
7
3
）

﹇
ト
ピ
ッ
ク
ス
﹈

　

昨
年
12
月
11
日
・
17
日
に
文
化

ホ
ー
ル
で
、矢
崎
仁
司
映
画
監
督（
富

士
川
町
在
住
）
メ
ガ
ホ
ン
に
よ
る
山

梨
放
送
開
局
60
周
年
記
念
映
画
「
太

陽
に
坐
る
場
所
」（
原
作・辻
村
深
月
、

作
品
は
今
秋
公
開
予
定
）
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

2013 年のコンサート風景
（プログラム「北越戯譜」より）

日本映画名作選より「喜劇・大安旅行」
（昭和 43年松竹作品）

日本映画名作選より「おかしな奴」
（昭和 38年東映作品）

町の風景・そこに暮らす様々な人間模様を描
いた作品です。

近藤正臣、田中美里主演の人情
喜劇をお楽しみください。

雅楽・古典と現代
オリジナル曲のコラボ！
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　秋山芙美子様（本町南）
　亡夫、育彦様のご遺志により、町の振興のために
一金　　10 万円　入倉仁様（本町中）
　亡父、親雄様のご遺志により、町の振興のために
一金　　3万円　首都圏増穂・鰍沢会ふるさと訪問団様
　町の振興のために
◆ふるさと納税
一金　　1万円　野本荘子様（埼玉県）
　「ふるさと応援」のために

戸籍の窓
自 11 月 1日　至 11 月 30 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 天 神 中 條 上出　伊織 （いおり） 男 保
 長　　　  有野　陸叶 （りくと） 男 智
 〃 菅原　　虹 （こ　う） 男 勝　弘
 青　柳　町 加藤丈太郎 （じょうたろう） 男 淳　哉

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 最　勝　寺 野中　義法 春　佳 （ 眞 木 ）
 〃 山本　貴也 友　里 （ 井 口 ）
 大　　　椚 若林　秀紀 か　よ （ 富 田 ）
 青　柳　町 石川　一馬 ゆう子 （ 西 村 ）
 鰍　沢　中 大森　雅基 小百合 （ 金 丸 ）
 〃 杉山　　仁 めぐみ （ 鈴 木 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 田中真由美 51 実
 天 神 中 條 長 　愛子 89 長澤　健
 小　　　林 齊藤はる  92 正　　吾
 〃 深澤　和廣 72 洋　　美
 長　　　  金丸　梅雄 89 秋　　人
 〃 塩 富美子 94 春　　雄
 青　柳　町 志村さゝじ 87 廣　　文
 〃 二宮ひろ子 76 秀　　文
 〃 深 　友子 83 泉
 〃 秋山　虎男 87 和　　子
 〃 千塚　 泰 95 久　　夫
 小　　　室 深澤 子 100 勇
 〃 小池　巻尾 103 秀　　幸
 髙　　　下 望月　昭子 79 鶴　　雄
 〃 樋口　一  84 公
 〃 長沢　仁七 87 仁　　美
 鰍　沢　中 入倉　親雄 81 仁
 〃 田邉　敏光 89 豪
 五　　　開 望月カズ子 81 英　　仁

ひとのうごき（12月 1日現在）
人　口 16,281 人 （－ 35）
　男 7,904 人 （－ 12）
　女 8,377 人 （－ 23）
世　帯 6,281 戸 （－  4） ※ (　)内は対前月比

富士川町長選挙および富士川町議会
議員選挙の日程が決まりました。
投開票日：平成 26年 4月 20日（日）

【告示日：平成26年4月15日（火）】

※立候補予定者説明会の日程は、後日お知らせします。

●問い合わせ先
　富士川町選挙管理委員会事務局（総務課内）☎22－7201

学校給食調理員の募集について
　町では、次のとおり臨時職員を募集します。

◆職種及び採用予定人員
　　調理員　富士川町臨時職員　1名
◆資　　格 ・町内在住で、年齢55歳までの身体健康な方
 ・給食調理経験のある方を優先します
◆選　　考 面接で行います。
◆採　　用 平成26年2月3日から3月31日まで
◆受付期間 1月17日（金）まで
◆申 込 み 履歴書を役場総務課へ提出してください。

●問い合わせ先
　申込みについて　　　総務課総務人事担当　☎22－7201
　勤務条件について　　教育総務課　☎22－5361

富士川町ユネスコ協会　募金活動の結果
　富士川町ユネスコ協会では11月10日に行われた甲州
富士川まつりにおいて、ユネスコ世界寺子屋募金活動を行
い、来場された多くの方々からご協力を頂きました結果、
23,574円の募金が集まりました。
　これらは、世界中に約7億人いる字の読めない人たちの
ために、勉強する場所である「寺子屋」を作る「ユネスコ
世界寺子屋運動」という活動に役立てていきます。
　ご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございま
した。

●問い合わせ先
　富士川町ユネスコ協会事務局（教育委員会内）☎22－5361

（17）平成 26. 1 月号　No.46



3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

これからもお兄ちゃんと仲
良く、元気いっぱい大きく
なってね☆
瑠奈の成長を楽しみにして
いるよ！

え笑顔いっぱい
いいつも元気に
と 友達いっぱいつくってね♪

志村　　銀
ぎん

くん　5歳（最勝寺）
　ドングリをすり鉢ですっているところです。ゴリゴリしました。その後ドングリクッキーを
つくって食べました。甘くてとってもおいしかったです。

秋山　瑛
えい
斗
と

くん
（ 4カ月・鰍沢南）

父　秀昭さん・母　美佐子さん

小池　瑠
る
奈
な

ちゃん
（ 2歳 1カ月・天神中條）
父　充さん・母　美土里さん

いっぱいおしゃべりが出来
るようになってきたね !!!
これからも一緒に元気いっ
ぱい遊ぼうね♪

鈴木　唯
ゆい
花
か

ちゃん
（11カ月・小林）

父　裕太さん・母　真規さん

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400－

0592　
電
話
（
0556）

22－7216


